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　木耐協では2010年より2年ごとに、組合員の皆様に対してアンケートを実施しています。今回は、①組合
員の企業実態（営業地域、売上高、技術者等）、②リフォーム事業の状況（営業手段、件数、契約書、瑕疵保険な
ど）、③精密診断法の取組、④補助金の活用状況、⑤リフォーム事業者団体登録制度への意向について、7月
に実施しました。44７組合員から、ご回答いただいたアンケートの結果報告も、今回で最終回となります。

　木耐協では昨年、精密診断法の講習会を
開始しましたが、今回は耐震診断法につい
てもアンケートを行いました。組合員が行っ
ている主たる耐震診断法は、“一般診断法”
（以下「一般」）が有効回答の大多数の90%
で、“精密診断法”（以下「精密」）は5%、“両
方”が5%でした。
　（一財）日本建築防災協会は、補強設計は
精密を基本としていますが、補強設計で精
密を“よく行う”が9%、“たまに行う”が25%
で、“一般で行う”が66%と、精密の普及は「ま
だまだ」の感があります。
　精密を採用している理由は、“耐震助成を
受けるため”が67社、“客の要望”39社、“会社
の方針”32社となっています。これらは、組合
員の所在する市町村の耐震助成で採用して
いる診断法が、背景にあると思われます。

見積書、契約書を提示していますか？

耐震診断方法について教えてください

　見積書の提示は、有効回答（434社）の大多数の
94%が“必ず提示”しており、“工事金額による”が
5%、“要望がなければ提示しない”が1%となってい
ます。これによると、組合員は見積書の提示を当然の
こととしていることがわかります。なお、“金額によ
る”と回答した会社について、工事費10万円／件を
区切りとする会社が半数でした。
　この傾向は、組合員の主たる営業種目（リフォーム
業、不動産業など）・社員数・年間リフォーム工事件
数・地域別を問わず、同じ傾向にあります。契約書の

交付は、有効回答のうち51%が“必ず交付”、44%が
“金額による”とし、“要望がなければ提示しない”は
5%弱でした。この結果を見れば、契約書の交付の慣
行も定着しているといってよいでしょう。
　“金額による”とした回答の、契約書交付金額の区
切りについては、10万円以内に設定している組合員
が15%、50万円以内では累積で43%、100万円以内
では同84%となっています。耐震改修工事は100万
円を超える工事が大半なので、ほぼ契約書は交付さ
れているものと推定できます。

94%が見積書を必ず提示

精密診断法の普及はこれから

［グラフ1］ 見積書と契約書の提示・交付

［グラフ2］ 精密診断の対応状況
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第5回 最終回 安斎先生技術通信の

木構造の疑問・質問にお答えします！
福島県生まれ。木耐協設立
当初から技術顧問として組
合員の指導や技術開発を
行う。2007年国土交通大
臣表彰。趣味は社交ダンス

安斎正弘

5月号

第197回

　

木
耐
協
の「
リ
フ
ォ
ー
ム
団
体
登

録
」お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
、揺

る
ぎ
の
な
い
天
下
の
木
耐
協
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。小
生
に
も
色
々
教
え
て

く
だ
さ
い
。さ
て
、今
年
も
リ
ハ
ビ
リ

兼
ね
た
自
転
車
乗
り
頑
張
る
ぞ
！
今

年
は
ル
ー
ト
・コ
ー
ス
を
変
え
て
更
に

楽
し
み
た
い
ナ
…
。そ
れ
と
も
軽
い
山

登
り
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
か
な
。か
と

い
っ
て「
お
荷
物
」に
な
る
の
も
心
配
だ

し
な
あ
。

　

さ
あ
、今
月
も
こ
の
回
答
集
を
め
ぐ

り
、内
容
・
趣
旨
を
確
認
し
日
々
の
実

務
に
活
か
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
建
築
防
災
協
会
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
文
章
は
、下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
か
ら
直
接
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
注
：
紙
面
の
都
合
H
P
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
文
章
か
ら
、趣
旨
を
外
さ
な
い
程
度
に
表

現
を
変
え
て
い
ま
す
。〉

「
2
0
1
2
年
改
訂
版 

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
と
補
強
方
法
」の

質
問・回
答
集
の
確
認

◎
今
号
の
テ
ー
マ

一
般
診
断
法

【
保
有
す
る
耐
力
】

に
つ
い
て
の
考
察

考 察

考 察

「窯業系サイディング」
について精密1では
「横張り」と「縦張り」で壁基準耐力が
異なるが、一般診断の場合は
「縦・横」とも一律1.7で良いか？

合板は3mm以上が
0.9kN/mと評価されて
いますが、一般では天井まで、と
されているのに対して
精密1では「四周釘打ち」と
なっています。大壁天井までは
壁基準耐力の評価は0.9kN/m
として良いでしょうか？

良い。

良い。

　精密1では縦横で評価を変えているのに、一般診断では一律とし、
しかも壁基準耐力が1.7というのは、精密で用意している最も高い
耐力を一般で採用していますね（表）。昭和56年頃までは「縦張り、釘
留め」仕様が主流だったということでしょうか？　しかし精密1では
いずれの場合も「診断専用」であり、改修時には新たには採用出来な
いことになっているので、採用には注意が必要です。質問・回答集に
は一般診断法に精密診断法の基準耐力を使用して良いとあります
ので、横張は0.8kN/mを採用する方が安全側の判断となります。

　ちょっと、頭を整理しましょう。①「一
般診断」では、いわゆる準耐力壁等の考
え方を応用して（床―天井の範囲でも）
耐力を評価しています。これに対して
②「精密1」では「四周、N25以上の釘で
@200以下」と明記されています。
　そうなると、質問文の後段にはそも
そもどんな意味があるのでしょうか？
　また、一般でも精密1でも壁基準耐力
としての評価はどちらも0.9kN/mと同
じなので、一般診断なら「四周」にこだ
わる理由はない筈です。
　むしろ、①、②を満たす壁以外の壁は
精密1では（例え診断専用でも）評価し
てはならないのではないでしょうか。
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http://www.kenchiku-bosai.or.jp/seismic/wquest.html


